
 

 

 

 

 

地
ち

産
さん

地
ち

消
しょう

という言
こと

葉
ば

を知
し

っていますか。自
じ

分
ぶん

たちが住
す

んでいる地
ち

域
いき

（地
じ

元
もと

）で

とれたもの（産
さん

物
ぶつ

）を地
じ

元
もと

で食
た

べること（ 消
しょう

費
ひ

すること）を「地
ち

産
さん

地
ち

消
しょう

」といい

ます。 

① とれたてだから新鮮
しんせん

 

遠
とお

くの地
ち

域
いき

でとれた食
た

べ物
もの

は、運
はこ

んでくるのに

時
じ

間
かん

がかかるので、鮮
せん

度
ど

（新
しん

鮮
せん

さ）が落
お

ちてしま

いますが、地
じ

元
もと

でとれたものは新鮮
しんせん

です。 

② 作
つく

ってくれた人
ひと

がわかるから安心
あんしん

 
 

 

 

 

 

③ 環境
かんきょう

にやさしい 

 遠
とお

くから食
た

べ物
もの

を運
はこ

ぶときには、トラックや船
ふね

、飛
ひ

行
こう

機
き

などを使
つか

うので、それ

らの乗
の

り物
もの

を動
うご

かすための燃 料
ねんりょう

をたくさん使
つか

います。そうすると、空
くう

気
き

を汚
よご

し

たり、地
ち

球
きゅう

温
おん

暖
だん

化
か

（地
ち

球
きゅう

の気
き

温
おん

が上
あ

がってしまうこと）の原因
げんいん

にもなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 一方
いっぽう

、自
じ

分
ぶん

たちが住
す

んでいる地
ち

域
いき

でとれた食
た

べ物
もの

は、運
はこ

ぶ距
きょ

離
り

が 短
みじか

いので使
つか

う

燃 料
ねんりょう

は少
すく

なくてすみ、環
かん

境
きょう

に良
よ

いといえます。 

しょくいくだより 平成 28 年 2 月 

京田辺市学校給食委員会 

ち   さ ん  ち  しょう 

とれたての

野
や

菜
さい

は新鮮
しんせん

だよ。 

 これは 京
きょう

田
た

辺
なべ

の 

○○さんの 畑
はたけ

で 

作
つく

られた野
や

菜
さい

だね。 

近
ちか

くの畑
はたけ

 

遠
とお

くの畑
はたけ

 

京
きょう

田
た

辺
なべ

市
し

の 給
きゅう

食
しょく

は、できるだけ地
じ

元
もと

の 京
きょう

田
た

辺
なべ

で作
つく

られたものを使
つか

った「地
ち

産
さん

地
ち

消
しょう

の 給
きゅう

食
しょく

」を 心
こころ

がけています。野
や

菜
さい

などを生産者
せいさんしゃ

の方
かた

が「 京
きょう

田
た

辺
なべ

の子
こ

ど

もたちの 給 食
きゅうしょく

のために」と、 心
こころ

をこめて作
つく

ってくださっています。 

 

 

 

 

 

◎たけのこ（４月
がつ

）          ◎えんどうまめ（５月
がつ

） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎田
た

辺
なべ

なす（７～１０月
がつ

）       ◎えびいも（１１～１月
がつ

） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ここで紹 介
しょうかい

している生産者
せいさんしゃ

の方
かた

だけでなく、他
ほか

にもたくさんの地
じ

元
もと

生
せい

産
さん

者
しゃ

の

方
かた

が 給
きゅう

食
しょく

に使
つか

う野
や

菜
さい

などを作
つく

ってくださっています。 

 

他
ほか

にも、米
こめ

、じゃがいも、たまねぎ、茶
ちゃ

葉
ば

、水
みず

菜
な

、

ほうれんそう、金時
きんとき

にんじんなど、 京
きょう

田
た

辺
なべ

市
し

産
さん

の

おいしい食
た

べ物
もの

をたくさん 給
きゅう

食
しょく

に使
つか

っているよ! 

たけのこごはん 
まめごはん 

なすびずし えびいもの 

からあげ 

堀
ほり

江
え

さん 

小
こ

南
みなみ

さん 村雲
むらくも

さん 

栗
くり

田
た

さん 

地
ち

産
さん

地
ち

消
しょう

の食
しょく

材
ざい

と生
せい

産
さん

者
しゃ

の紹
しょう

介
かい

 


